
ダムによる洪水調節
の現状と課題

国土交通省　河川局　河川環境課　久保田　勝
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近年の気候変動により、洪水・渇水に対する安全性は著しく低下

出典：「日本の水資源」
（国土交通省土地・水資源局水資源部）
に河川局が加筆

日本の年降水量の経年変化
（１９００年～２０００年）



ただし書き操作の回数
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近年の異常気象に伴うダム操作が急増

過去の洪水調節実施ダム数
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＜計算条件＞

湛水深・浸水面積：レベル湛水を仮定し、ダムによる洪水調節総量を上乗
せして 算出

地盤高：各市町村の都市計画図（S=1/2,500）より、加重平均化して算定

家屋数：平成12年 国勢調査結果 刈谷田川ダム

（県管理・S56 3完）

大谷ダム

（県管理・H6 3完）

笠堀ダム

（県管理・S40 3完）

刈
谷
田
川
（県
）

五
十

嵐
川

（県
）

信
濃
川
（直
轄
）

見附市

三条市

破堤箇所

H16 .7 .13出水での①～③地点破堤により浸水した区域（ 推定）
（※他にも越水または内水により浸水した区域があるが記入していない）

H16 .7 .13出水でダムがな かった場合に拡大する浸水区域（ 推定）

稚
児
清
水
川
（県
）

中之島町

①五十嵐川左岸
三条市諏訪（曲渕）

②刈谷田川左岸
中之島町中之島

③刈谷田川右岸
見附市明晶町

五十嵐川・刈谷田川におけるダムの効果

７．１３新潟・福島豪雨では多くの被害が発生しましたが、上流のダムが無ければよりいっそう被害が拡
大していました。

被害状況の比較 合計 破堤地点① 破堤地点② 破堤地点③

浸水面積(ha) 2,970 1,300 1,600 70
浸水戸数(戸) 14,300 6,700 7,100 500
浸水面積(ha) 4,140 2,000 2,000 140
浸水戸数(戸) 16,000 8,100 7,200 700

現況

ダム
なし
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（万ｍ３）

確保貯水量 実績貯水量 平成６年

渇水時の対応２００５　～早明浦ダム（吉野川）～

6/15：1次制限

6/22：2次制限

6/28：3次制限

7/1：2次へ緩和

7/2：一時解除

7/2   22..8%

7/8：3次再開

7/9：一時解除

7/13： 2次再開

7/15  52.6%

8/1：3次制限

8/11：4次制限

8/19  20時 【貯水率0％】
緊急放流開始

8/21
一時解除

8/22：4次再開

9/1  8時 【貯水率0％】
緊急放流開始

9/5  5時
緊急放流停止

9/6： 全面解
除

9/6 20時 100%

5/5

14,700

17,30017,300

確保貯水量

14,700

5/20

6/5 6/30

7/15 8/15

8/31

台風14号

吉野
川

早明浦ダム

四
国

◆利水容量の枯渇時（貯水率０％）の対応 （8/19～8/21、9/1～9/5）

・発電専用容量から上水への緊急融通を実施

利水容量 17,300万m3

発電専用容量 2,600万m3

洪水調節容量 9,000万m3

・最大取水制限率 【４次制限】 徳島用水22.4％、香川用水75.0％

位置図

（堤高106ｍ、堤長400ｍ）

総貯水容量： 31,600万
m3
有効貯水容量：28,900万
m3



出水前　貯水率0% (9月5日9時頃)
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9月5日

最大流入量 約5,639

 9月 6日 9月7日

m3/s

最大流入時放流量 約100 m3/s

洪水調節
約5,539 m3/s

6 12 18 6 12 18 0 6 12 18

：放流量

：流入量

 

最大放流量
約777m3/s

0 0

2日間に渡り約2億
4,800万m3の洪水を
貯留。

850ha

230ha
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浸水面積の低減効果

2140戸

30戸
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ダムなし 実績

浸水家屋の低減効果

約5.2mの水位低減効果

ダム無し推定水位 13.34m▽

▽ 今回の水位 8.17m

浸水面積・浸水家屋戸数とも激減浸水面積・浸水家屋戸数とも激減

高知県本山町・本山橋付近

注）実績浸水被害データはH17.9.20現在の暫定値、ダムなしの被害デー

タは氾濫シミュレーション結果による出水後　貯水率100% (9月7日9時頃)

平成１７年台風１４号（早明浦ダム）

台風14号により、早明浦ダムでは管理開始以来２番目の記録となる最大5,640m
3
/sの流入量（計画高水流量

4,700m
3
/s）を記録。ダムの貯水状況は、雨の降り始め時点では利水容量（発電占用容量を除く）は０であっ

たことから、利水及び治水容量の約94％にあたる約2億4800万ｍ
3
をダムに貯め込み、下流の被害軽減に大きな

効果を発揮。
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ダムがほぼ満杯となったため、
ダムへの流入量と下流への
放流量を同じにする操作

7/20　22:16
洪水調節開始

常に流入量より少なく放流

ダムによる最大
洪水調節量

約２，０００m3/s

約7,０００万ｍ３ （東京ドーム約５６

個分）の洪水をダムに貯留

１８日２１時～２３日１３時までの総雨量は９６９mm
（ダム上流域流域平均雨量）

ダムへの最大流入量
約4,040m3/s

※数値は速報値であり、今後変わることがあります。
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7月20日 7月21日 7月22日 7月23日

今回の出水において、鶴田ダムで約7,０００万m3（東京ドーム約５６個分）の

洪水を貯留し、ダム下流の河川に流れる水量を少なくして洪水被害を軽減
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鶴田ダムにおける洪水調節状況
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浸水が始まると想定
される水位 Ｔ．Ｐ．約２７ｍ

観測水位（実績）

鶴田ダムで洪水調
節を行わなかった場
合水位（想定）

標
高

（
ｍ

）

（T.P.ｍ）

（時間）

ピーク水位の時間差約４時間

鶴田ダムによる水位低下

※数値は速報値であり、今後変わることがあります。

10:55　避難勧告

12:00　自衛隊派遣要請

避難、救助活動

＜川内川宮之城観測所（37k700m）＞〔鹿児島県さつま町〕

ピーク水位差
約１．３ｍ

（水位）

最大水位低下約２．５ｍ

鶴田ダムにおける洪水調節効果



今出水の最高水位

ダムがなかった場合の水位

 

七倉ダム 

高瀬ダム 

奈川渡ダム 

大町ダム

陸郷

水殿ダム 

稲核ダム 

国土交通所と東京電力のダム連携により越水被害を防止！
～犀川　大町ダム及び発電５ダムの洪水調節～

ダムがなかった場合の水位

長野市

松本市

② 【長野県】
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日　時

流
量

（
m

3
/
s）

流入量 放流量

約１６２０万m3
の洪水を貯留

ダムへの最大流入時の洪水調

節効果約３５８m3/s

今出水の最高水位
堤防

約30cm ダムが無い場合
越水していた！

ダムへの流入量

ダムからの放流量

約1,620万m3の洪水を貯留最大流入時の洪水調節効果　
約358m3/s

大町ダム（国土交通省）、高瀬ダム・七倉ダム（東京電力）での洪水調節図

陸郷地点（安曇野市明科萩原地区）の洪水状況

ダムの洪水調節がなければ、堤防から洪水が溢れていた！

土嚢積も実施

　平成１８年７月豪雨では、犀川陸郷地点において、避難判断水位を超え、さらに水位が上昇した。
　そこで、国土交通省と東京電力のダムが連携して洪水調節を行うことにより、水位上昇を抑えた。
　この調節により、越水被害を未然に食い止めた。

大町ダム

高瀬ダム

水殿ダム

稲核ダム

奈川渡ダム

陸郷地点

約80cm
水位低下

洪水調節効果河川

約400m3/s梓川

約360m3/s高瀬川

今回の洪水調節効果

陸郷地点において
約８０ｃｍの水位低減効果

大町ダム（国土交通省）

七倉ダム、高瀬ダム、奈川渡ダム、

稲核ダム、水殿ダム（東京電力）



事前放流について

洪水調節容量

利水容量

堆砂容量

洪水調節容量

事
前
放
流

利水容量堆砂容量

２００５年度から直轄・水機構のすべてのダムについて速やかに事前放流等について検討し、そ
の結果に基づき、随時実施。２００５年度は、直轄・水機構において延べ２６ダム・３８１３万m3につ

いて実施。

利水容量

現　状 新しい施策

時間

流量

洪水を貯
留

最大流入量

計画規模を超える洪水
が発生すると流入量を
そのまま放流せざるを
得ない状況が生じる。放流量

流入量

最大流入量

洪水を貯
留

流入量

事前放
流

放流量

時間

流量

利水容量を洪水
の発生前に安全
に放流し、これを
治水容量に活用。
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171.00

貯水位（m）

放流量

流入量

貯水位

制限水位

９月５日

洪水時満水位（ＥＬ　１７０．２ｍ）

９月６日

９月６日

１４時２０分頃

洪水調節開始

制限水位（ＥＬ　１６６．２ｍ）

９月７日

最大流入量５８８ｍ3/ｓ

１７時４０分頃

ダムへの最大流入時の洪水

調節量２２０m3/ｓ

約３，７００千ｍ3の

洪水をダムへ貯留

事前放流がなかった場

合の水位

事前放流の実施

平成１７年台風１４号（野村ダム）

平成１７年台風14号において、野村ダムは事前放流とし

て約28万m3の容量を確保。野村ダムの洪水調節容量は350

万m3であり、この28万m3が無ければ、水位はサーチャージ

水位に到達し、ただし書き操作を実施していたところ。洪

水調節容量の約１割弱の事前放流ではあったが、洪水調節

を実施する上で大きな効果を発揮。

事前放流

①洪水調節容量
　　３５０万立方
㍍

①洪水調節容
量

　　８０万立方
㍍

　非洪水期
10/15～6/15

洪水期制限水位　標高１６６．
２ｍ

②利水容
量　

②利水容量　　　
　　１１，９００立
方㍍

　　洪水期
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予備放流と事前放流

確保容量の比較

（事前放流は、平成１７年度実施量）
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土砂管理

ダムの総合的土砂管理

貯砂ダム

分派堰 植 林

排砂ゲート

植 林

浚 渫

①

②

③ ⑤

④

バイパストンネル 浚渫船などを用いて、ダム湖の底に溜まった土
砂を取り除きます。

土砂を貯砂ダムによってダム湖に流れ込む前に
貯めた後、取り除きます。

洪水時に、バイパストンネルにより土砂を迂回さ
せダム下流へ流します。

洪水時に水の力を利用してダム湖に溜まった土砂
を水とともに下流へ排砂します。

①貯めて取る ②取り除く

③下流へ流す ④土砂フラッシュ ⑤土砂の流出防止のための
植林の実施

取り除いた土砂はコンクリート
用の砂利や盛土材として有効
利用します。

貯砂ダム

浚渫

ダム湖

バイパストンネル
土砂

洪水

ダム

排砂ゲート

課題
○ダムに堆積する土砂等は、ダムの治水・利
水機能を低下させる
○ダムの下流において粗粒化、河床低下、海
岸浸食等の発生
○栄養塩類等の供給阻害

対応方針
○貯砂ダム等の設置により堆砂の撤去
○排砂バイパス・排砂ゲート等による土砂の下
流流下
○土砂の下流還元による河川への供給
○ダム湖周辺の緑化による流出抑制



流木処理

課題
○ダムに流入する流木は、網場により捕捉し、集積作業をこない撤去する。
○以前は、乾燥し、焼却処理していたが、償却が不可能となった現在は、チップ処理、炭化処理、一般への配布
等により処理している。



参考図



直轄堰堤維持事業の拡充（事前放流に伴う損失補填）

《新規事業制度の概要》

　事前放流は、使用した利水容量を回復させることが基本。しかし利水容量が回復しな
いことにより従前の機能が著しく低下した場合、利水事業者が実施する機能回復のため
講じた措置による損失を補填。

治水容量

利水容量

堆砂容量

治水容量

利水容量

堆砂容量

事前放流量

事前放流の実施

治水容量

利水容量

堆砂容量

回復せず



予備放流（計画と操作規則に位置づけ）
予備放流：・洪水発生の直前に貯水を放流し、洪水調節容量を確保する方式

　　　　　・限られたダムサイトにおいて治水・利水両面を満足させる理想的な

　　　　　　洪水調節容量確保手段

　　　　　・計画に位置づけられている（利水者も納得）

予備放流の課題
　○予備放流によって放流する貯水量が大きいため時間がかかる。　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　２～３日後の降雨予測が必要（前線性降雨に対する予測の困難性）

　○空振りの場合、利水へ大きな障害（管理者へのプレッシャー）
　○非洪水期の洪水調節容量確保に採用しているダムが多い。
　　　　　　非洪水期の大きな洪水には、ほぼ未対応

予備放流方式ダム（直轄）
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